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ファミリーサポート通信発行にあたって 

 

女子医大ファミリーサポート室 室長 野原理子 

 

新年あけましておめでとうございます。 

当女子医大ファミリーサポート室は、一昨年（2009 年）秋から準備を始め、昨年（2010 年）より

NPO 法人子育てネットワーク・ピッコロ様に業務委託させていただき、10 月に正式に開室、12 月に

は保育サービス講習会を開催することができました。講習会には予想を超える多数の皆様にご受講いた

だき、年末には 31 名の皆様が女性労働協会認定の「修了証」を授与され、女性医大ファミリーサポー

トの提供会員としてご登録くださいました。そして年明けの本日、第一回の女子医大ファミリーサポー

ト通信の発行に至りましたことは大変ありがたく、当ファミリーサポート室の趣旨をご理解くださり熱

心に受講してくださった皆様、広報にご協力くださった新宿区社会福祉協議会の皆様、企画・運営をし

てくださったピッコロのスタッフの皆様、そしてファミリーサポート室スタッフに心より感謝申し上げ

ます。 

 昨今の我が国の医療供給体制は非常に厳しい状況となっており、新聞やテレビで医師不足などが連日

報道されています。この状況を打開するためには、地域の皆様に医療従事者の現状をご理解いただき、

また医療機関も地域の皆様に様々な形で貢献することにより、地域全体として体制整備を進めることが

重要です。そこで女子医大では、地域の皆様に女子医大職員の育児等の支援をしていただき、女子医大

からは医療等の知識や技術を公開講座などで提供させていただくといった相互援助活動を行うファミリ

ーサポート組織を構築しました。都心においても、地域に根差した、地域と支えあう医療機関として、

医療従事者が働きやすい職場を作り、安全安心な医療を提供し、社会に貢献できればと思っております。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

ご 挨 拶 

ＮＰＯ法人 子育てネットワーク・ピッコロ 

代表理事 小俣 みどり 

今回、女子医大ファミリーサポート室の運営を委託され実施させていただいています。 

当団体は、東京都清瀬市を拠点にあずかる理由は問わない地域に密着した訪問保育サービス中心とし、

つどいの広場事業等さまざまな子育て支援を行なって 14 年目を迎えております。 

安心して預かり、預けることができるファミリーサポート室になるように、培ってきたノウハウを最

大限に生かしていきたいと考えております。そのためには、提供会員さんの存在、協力が大切になって

おります。コーディネーターと共に、このファミリーサポート室を支えていただきたいと思っておりま

す。どうぞ宜しくお願い致します。 

 



 

 

                          永滝 幸子 

                    

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

２０１０年７月より準備を進めてきました、女子医大ファミリーサポートの、第一回・保育サービス

講習会（１２月１日～１２月２０日の６日間実施）が終了しました。受講された方々が、提供会員に登

録していただき、今後の支援に期待しています。ありがとうございました。                 

２０１１年１月１１日には、引きつづきおこなわれた全体研修会にも参加いただき、みなさまの前向

きに学ぶ意欲を、心強く思っております。 

“知は力なり” 

といいますが、みなさんの知識と支援への思いを、実際の支援に生かしていただけるよう、コーディ

ネーターとしてもサポートしていけるように、提供会員のみなさんと共に学んでいきたいと思っていま

す。 

３月より利用会員の方の登録をはじめ、利用会員のみなさんと提供会員のみなさんの交流会も＊３月

２６日（土）１４：００～１６：００予定しています。 

スタートしたばかりの女子医大ファミリーサポート室ですが、みなさんからの声を大切に運営してい

きたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 湯汲英史講師には「子どもの心の発達とその問題」について 

お話ししていただきました。受講者の方より「子供を育むかか 

わり言葉は話すことのできない乳児の時代より優しく語りかけ 

ることがその後の成長に大きく影響することを、教えていただ 

き一つ一つの言葉を大切にして子どもをお預かりしたい」との 

お声がありました。 

 
 

 ピッコロとの出会いから、思いがけず女子医大ファミリーサポート
室のコーディネーターを担うことになりました。 

私は、子育て中も看護師として、仕事を続けてきました。 
仕事と子育ての両立は、家族の支援だけではできないことを実感し

ております。ファミリーサポートのように、地域の方々に温かい支援
を頂いてできることは、本当に必要で大切なことと考えています。 

女子医大ファミリーサポート室の役割をしっかり踏まえて、提供会
員さんと利用会員さんのつながりを密にし、子ども達が幸せである支
援ができればと考えていますのでどうぞよろしくお願いいたします。
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛込消防署において普通

救命救急（子どもの安全を

守る）の実習をしました。

初めての受講生にとっ

ては、人工呼吸、心肺蘇生

は大変だったとのお声が

ありましたが、いざと言う

ときは、勇気をもって必死

でやることができるので

はと心強い姿勢に変わら

れ皆さん熱心に学んでお

られました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講習の内容で、グループワ

ークが何人かの講師により

行われました。 

受講生の皆さんは、与えら

れた課題を、自分の過去も

振り返りながらお互いに話

し合い和やかで時には笑い

もあり、しかも真剣に 

取り組み、実りある学びと

なりました。 



  
会員の皆さんへお知らせ 

スキルアップ研修会、会員さんの交流会を計画しています。 

たくさんの方にご参加いただきたいと思っています。 

ご参加いただける方はファミリーサポート室まで FAX してください。 

 

スキルアップ研修会のお知らせ 

     2 月 9 日（水）10 時～12 時 
      南別館１F 大会議室 
             4 月からの支援実施に向けて、学びの振り返りと共に 

          事例検討を行いながら、支援の質を高め合いましょう・ 

        内容 事例を通して学ぶ、グループワーク 

           （先輩提供会員からの話しを聞く） 

 

利用会員さんと提供会員さんの交流会 

3 月 26 日（土）14 時～16 時 
 南別館１F 大会議室 
  これから登録を希望される利用会員さんの方々とお子さんと 

  提供会員さんの顔合わせのできる良い機会です。 

  いっしょに遊びながら楽しい時を過ごしましょう。 

  当日、利用会員の登録ができます。 
 

 

会員名 人数 

提供会員 31 名

平成 23 年 1月 20 日現在 

 ≪編集後記≫ 
 昨年 10 月にファミリーサポート室がオープンし、早 3 ヶ月を迎えよ

うとしています。保育サービス講習会を終えてほっとする間もなく、

全体研修会を開催いたしました。忙しさはありましたが、分かりやす

い柏女霊峰先生のお話しをいただき国の子育て行政の一端を知ること

ができ、本当に良かったと思います。 
 2 月、3 月も行事がありますが、みなさんとご一緒に楽しく出来たら

と考えています。 
インフルエンザが猛威を振るう厳しい寒さの季節です。体調管理を

しっかり行ない、温かい物を食べてのりきりましょう。 


